
【態度目標】しゃべる、質問する、説明する、動く、協力する、貢献する

【内容目標】平面上の点の位置をベクトルで表す 位置ベクトル という考え方が理解できる。

図形の性質を調べるときには，共通の始点をもった有向線分が表すベクトルを考えると便利なことがあ

る。このようなベクトルについて考えよう。

□位置ベクトル
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　平面上で，点を固定して考えると，任意の点の位置は，

ベクトルによって定められる。このとき，を点に関する

点の位置ベクトルという。

　また，位置ベクトルがである点を   で表す。

　点   ，   に対して， のとき，とは一致する。

　　位置ベクトルにおける点は平面上のどこに定めてもよい。

　　　　以下，特に断らない限り，点に関する位置ベクトルを考える。

　□○ ○ □　と分解できるので

　点   ，   に対して，ベクトルは次のように表される。

　　　　　　　　

  □線分の内分点・外分点の位置ベクトル

　点   ，   を結ぶ線分を に内分する点の位置ベクトルを求めてみよう。
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　のとき，点   ，   を結ぶ線分を に外分する

点の位置ベクトルを求めてみよう。
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　……①

　 のときも，同じ式①が得られる。
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図形と方程式のときと同じ

空間ベクトルでも同じ式

＜補足＞　内分の場合のをにおき換えたものが，外分の場合である。
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よって  と表せるので　　　    
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分母が省略される

→図形の問題で良く用いる形＜注意＞　線分の内分点も外分点もその位置ベクトルは，

　　　　　　　適当な実数を用いて    の形に表される。

　点は点   ，   を結ぶ線分を内分する点で，

  ，であるとする。

　このとき，は線分を   に内分する点であり，

の位置ベクトルは，次のように表される。

　　     

   
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例１３）点  ，  に対して，線分を

　　　　 に内分する点の位置ベクトルは　  
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　　　　 に外分する点の位置ベクトルは　  

 
　
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□三角形の重心の位置ベクトル

　点   ，   ，   を頂点とする において，その重心の位置ベクトルを求めて
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三角形の重心は，本の中線が

交わる点で，各中線を に内分する。

みよう。

　辺の中点の位置ベクトルは　　  


　……①

　重心は中線を に内分する点であるから　  
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①より，であるから
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例題６） の辺，，の中点を，それぞれ，，とする。

　　　また， の重心を， の重心をとする。

　　　このとき，次のことを証明せよ。

　　　　とは一致する。

　　　　等式が成り立つ。

　，，，の位置ベクトルを，それぞれ，，，とし，

　　　，，，の位置ベクトルを，それぞれ，，， とする。

　　　　　　　   
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　　　　 となるから，とは一致する。　　　　　　

　　　　     

　　　　　　　　　　　　   

　　　　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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一般に， ，とし，２中線，の交点をとするとき，

:::を次のように示すことができる。

　　，とすると

　　::  ，::  
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